
（別紙様式）

業務改善の実施状況報告

組織名 東北森林管理局 青森森林管理署 連絡先 ０１７－７８１－０１３１

所管する
業務の概要 国有林野の管理経営、治山事業の実施、民有林の造林の指導

１．職員の基本的な心構え・行動について

・これまでの取組実績及び現在実施している取組 ・今後の課題とその改善策

・ 電話対応に当たっては、相手の確認を怠ったり、必要な ・ 接遇については、身だしなみ、挨拶等確実な接客を身に付け
メモを取っていない場合があったことから、個別指導を実 るよう引き続き個別指導を実施していく。
施した結果、適切に対応がなされている。

・ 「国民の森林」である国有林を管理する立場から、事業 ・ 今後とも地元ニ－ズの把握に努めながら取り組んでいく。
計画等について事前に地域に対し説明を行うなど、情報提
供を行い意見交換等を通じて地元ニ－ズの把握に努めてい
る。

・ 眺望山自然休養林において、ボランティア団体等と連携 ・ 今後ともボランティア団体等と連携を図りながら、施設整備
し、新たな地域のニ－ズを取り入れ、森林ボランティア活 等や一般市民等を対象とした森林教室、自然観察会を取り組ん
動による施設整備や案内等に取り組んでいる。また、森林 でいく。
ボランティア団体等と連携し、小学生、一般市民を対象に
森林教室や自然観察会を実施するとともに、体験林業活動
としてのフィ－ルドの提供・技術指導に取り組んでいる。



２．国民視点に立った業務の遂行について

・これまでの取組実績及び現在実施している取組 ・今後の課題とその改善策

・ 県及び管内の市町村等との意見交換会を定期的に開催 ・ 地域の意見・要望等を的確に捉えて実現するため、年度年度
し、情報把握を行うことで優先順位を定めニ－ズに合った の状況変化等の再確認を行うことで、状況変化に応じた優先順
治山事業等を効率的・効果的に実施している。 位の見直しが可能となるよう継続した取組を進めることとして

いる。

・ 森林の多面的機能を発揮させる森林整備及び木材の安定 ・ 民国連携の予定箇所は、今後、共同利用する土場予定地等に
供給の確立のため、国有林とそれに隣接する民有林が連携 ついて、具体的に検討することになる。
し、森林資源の循環利用の促進、事業に必要な作業路網の
整備等を行う必要があることから、民・国連携の森林共同
施業団地の設定に取り組んでいる。

・ 森林ボランティア団体等と連携し、育樹祭、小学生や一 ・ 今後とも職員が積極的に支援を行っていく。
般市民等を対象に森林教室や自然観察会を実施するととも
に、職員による積極的な支援を行っている。

３．業務を適切かつ円滑に遂行するための職場環境づくりについて

・ 毎月定例の全体会議等において、問題点、対応策及び課 ・ 毎月定例の全体会議及び署長と森林官との打合せは、今後と
題等について意見交換等を行い、情報の共有化に努めてい も開催し、問題点・対応策等についての意見交換等行い、情報
る。 の共有化に取り組んでいく。

また、全体会議終了後、署長と全森林官との打合せにお
いては、各森林官から地元の動向や業務の取組状況等につ
いての報告等を行い業務に反映している。

・ 各課の業務の進め方等については、機会あるごとに課長が中
・ 各課の業務の進め方等については、機会あるごとに課長 心となって取り組んでいく。

が中心となり、課全体及び各係毎に打合せを行っている。



４．その他の農林水産省改革を進めるための取組について

・これまでの取組実績及び現在実施している取組 ・今後の課題とその改善策

・ 定例の全体会議等において、法令・通達等の確認と遵守 ・ 法令・通達等の確認と遵守及び綱紀の粛正については、これ
及び綱紀の粛正について指導を行っている。 までと同様に定例の全体会議等において指導を行っていく。


